
一般市民、学校、企業へ

していることもあり、活動の底辺拡大や若い世代への継承が必 の広報活動を拡大していくとともに、子育て世代の多い本市に

要なことから、多種多様な場の創出が課題である。また、市民 おいて、子どもや親子をターゲットとした事業の展開も図って

が求める情報をいかに届けていくかを考えていく必要がある。 いく。また、指定管理者との連携も図り、多様化する市民ニー

文化会館については、大規模改修工事を控えており、休館期間 ズに対応した芸術文化の鑑賞・体験プログラムの提供をするこ

における文化事業の創出、活動の支援等求められる。 とで利用者の満足度の向上に努めていく。

　芸術・文化活動における市民・団体の支援を継続することで、芸術文化活動の推進ととも

に、市民の文化意識の向上に貢献していると判断した。

Ｂ
　文化財保護事業では、試掘確認等調査１３件の実施と共に、平成３０年度は文化財説明板

１基の設置を実施した。

　芸術・文化関連事業については、文化スポーツ財団と協力し、現状維持で取り組んでいく

。予算に関しては、大規模改修が予定されていることから大幅な増加が必要となっている。

↑ 　文化財の調査や説明板等の改修事業を今後も継続して実施していく。

　芸術文化活動を推進していくためには、市民の関心を高める取組みが重要であることから、文化祭、市展、音楽祭等イベントを見る側と

参加する両面からの充実を図るとともに、大規模改修工事を実施する文化会館は、より一層文化活動の拠点として効率的に改修を図ってい

く。

また、文化財の保護及び戸田市の歴史・文化を学ぶ機会を継続的に提供することは、市民の郷土愛を育み地域文化の創造に繋がることから
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○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち 市民生活部・文化スポーツ課

04 生涯学習 教育委員会事務局・生涯学習課

11 芸術文化活動の推進

　市民の芸術文化に対する関心を高め、質の高い音楽や芸術に触れることのできる環境を整え、市民自らの活躍できる機会

をつくるなど、市民の芸術文化活動を促進します。

　また、郷土の貴重な文化財に触れることで郷土愛を育み、地域文化の創造を図ります。

文化会館管理運営費

プロの芸術家等とともに参 プロの演奏家や芸術家とともに参加・
回 2 0 0 2 3

加・共演できる事業の創出 共演できるイベントの創出
芸術文化教室の参加者数 芸術文化に関する教室の参加者数

人 48 11 9 140 137

戸田市の歴史・文化の講座 公民館などで実施する戸田市の歴史・
人 49 47 59 48 34

の参加者数 文化の講座の参加者数

市民ミュージカルや劇団等、市民自らが企画・参加するといった参加型事業が推進されており、戸田市独自の文
化活動が推進されてきた結果、自主文化事業数、文化会館入館者数とも目標を達成した。

　芸術・文化のイベントについては、出演者や出品者が固定化 　文化祭や市展等のイベントＰＲを、
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01 芸術文化振興事業　（文化スポーツ課）

芸術文化振興事業

任
意

4,806 芸術文化関連団体の
0

4,920 支援を継続するとと

１ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ Ｂ01 01 02 01 18 01 01 6,400 もに、積極的に広報

文化祭、音楽祭、美術展覧会 6,400 等活用して周知を図 0

の開催。文化活動団体の支援 4,776 る。

02 文化会館管理運営費　（文化スポーツ課）
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285,378 大規模改修工事の基
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文化会館の設置目的である市 2,820,720 く。 0

民の文化の向上と福祉の増進 6,823
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